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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 
事業名 【No.1（医療分）】地域包括ケア推進のための在

宅医療提供体制充実支援事業 

【総事業費】 

27,890 千円 
事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 埼玉県、県医師会、郡市医師会 

事業の期間 令和４年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 
☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域医療構想において、令和７年に在宅医療等の必要量が平成25

年の約 1.8 倍になるなど、需要の大幅な増加が見込まれている。 

在医総管届出数 766 か所（H28）→858 か所（R2）→1,075 か所

（R5） 

事業の内容（当初計画） ・新たに訪問診療を実施したいと考える医師を対象とした、在

宅医療に関する基本的知識・技術を身に付けるための研修会を

実施する。（県医師会） 
・在宅医療を検討する医師向けに、訪問診療に同行する研修会

を開催する。また、あわせて緩和ケア病棟の回診同行を実施

し、在宅緩和ケアを実施する医師を養成する。（県医師会） 
・ＡＣＰの普及啓発、及びＡＣＰを実践できる人材を育成する

ための研修会を実施する。（30 郡市医師会） 
・在宅医療連携拠点の機能強化、コーディネーターの資質向上を

図るための研修会を実施する。（県） 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

在宅医療を実施する医師を養成するための研修 ６回 
訪問診療等に同行する研修 30 回 
郡市医師会によるＡＣＰ普及啓発、研修会の開催 30 郡市医師会 
在宅医療連携拠点コーディネーター研修会の開催 ２回 

アウトプット指標（達成

値） 

在宅医療を実施する医師を養成するための研修 5 回 

訪問診療等に同行する研修 17 回 

郡市医師会によるＡＣＰ普及啓発、研修会の開催 26 郡市医師会 

在宅医療連携拠点コーディネーター研修会の開催 2 回 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標 
在医総管届出数 884 か所(R3)→894 か所（R4) 

（１）事業の有効性 
 在宅医療に関する基本的知識・技術を身に付けるための研修会の

実施や在宅医療連携拠点の機能強化のための研修会の開催など、在

宅医療を行う医師の養成及び在宅医療提供体制の充実につなげた。 
 一方、アウトカム指標の在医総管届出数は下回っている。在宅医

療を行わない理由として、現場・実務への不安感があげられている
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ことから、これまでの取組に加えて、実際に現場を体験する研修を

実施するなど取組を強化し、アウトカム指標の達成に努めた。 
（２）事業の効率性 
 在宅医療連携拠点コーディネーター研修などを通して、各拠点の

横連携が広がることで、退院支援の具体的な事例、地域包括支援セ

ンター等との連携状況などを共有し、全体のレベルアップにつなが

った。 
【指標未達成の理由】 
 「訪問診療を担う医師の不足」や「24 時間対応などの負担が

大きい事」が在宅医療参入の障壁になっていると考えられるた

め、引続き、目標達成に向けて参入障壁を取り除く取組を実施し

ていく。 
その他  
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事業の区分 ３．介護施設等の整備に関する事業  
事業名 【No.7（介護分）】 

埼玉県介護基盤緊急整備等特別対策事業 
埼玉県施設開設準備経費等支援事業 
新型コロナウイルス感染症対策事業 

【総事業費 

（計画期間の総額）】 

4,011,619 千円 

事業の対象とな

る区域 

全域 

事業の実施主体 介護事業所 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 6年 3月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・

介護ニーズ 

高齢者が住み慣れた地域において安心して生活できる体制の構築を図る。 

アウトカム指標：地域の実情に応じた介護サービス提供体制の整備を促進 

事業の内容（当初

計画） 
①地域密着型サービス施設等の整備に対する助成を行う。 

②介護施設の開設・設置に必要な準備経費に対して支援を行う。 

③新型コロナウイルスの感染拡大を防止する観点から、介護施設等にお

ける感染拡大防止のためのゾーニング環境等の整備に係る経費等の支援

を行う。 
 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

①②地域包括ケアシステムの構築に向けて、第８期介護保険事業支援計

画等において予定している、以下の地域密着型サービス施設等の整備に

対し支援を行う。（28 施設） 

③新型コロナウイルスの感染拡大を防止する観点から、介護施設等にお

ける感染拡大防止のためのゾーニング環境等の整備に係る経費等の支援

を行う（103 施設分）。 
 

アウトプット指

標（達成値） 

令和４年度 

①②１５施設 

③５７施設 

令和５年度 

①②１１施設 

③８６施設 

事業の有効性・効

率性 

事業終了後 1年以内のアウトカム指標：地域の実情に応じた介護サービス

提供体制の整備を促進 

（１）事業の有効性 
 県内の介護サービス提供体制の整備が促進された。 
（２）事業の効率性 
 施設や市町村担当者に対し事業を周知し、円滑な促進が図られた。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 
事業名 【No.１５（医療分）】 

電話による小児患者の相談体制の整備 

【総事業費】 

69,353 千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 埼玉県、埼玉県看護協会 

事業の期間 平成３１年４月１日～令和７年３月３１日 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

救急医療機関を受診する小児の患者のうち、軽症患者の割合が高く、真に

救急を要する小児の患者の受入が困難となる恐れがある。 

第二次救急医療機関における小児軽症患者の受診割合の減 

82.1%(R1) → 77.5％(R6) 
事業の内容（当初計画） 子供の急な病気やけがについて、家庭での対処方法や医療機関の受診の

必要性をアドバイスする小児救急電話相談事業を実施する。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

年間電話相談件数 100,000 件 

アウトプット指標（達成

値） 

電話相談件数 114,962 件 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標 
第二次救急医療機関における小児軽症患者の受診割合 80.6%（R5） 

（１）事業の有効性 
相談対応のうち約６７％が安静して様子を見るなど、家庭での対応で

事なきを得ており、子供の休日や夜間における急な病気やケガに対す

る保護者の不安を解消するとともに軽症の小児患者の受診を抑え、救

急医療機関の負担軽減を図ることができたと考える。 
（２）事業の効率性 
事業を委託により実施することより、小児科看護の経験を持つ相談員

の確保及び相談の実施等にいて、効率的な執行ができたと考える。 
その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 
事業名 【No.56（介護分）】 

介護ロボット普及促進事業 

【総事業費 

(計画期間の総額)】 
42,600 千円 

事業の対象となる区域 全域 

事業の実施主体 介護事業所 

事業の期間 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

介護ロボットの導入を支援することで、介護従事者の身体的

負担の軽減や業務の効率化など、介護従事者が継続して就労

するための環境整備を図る。 

アウトカム指標：身体的負担が大きい(腰痛や体力に不安があ

る)と感じている介護従事者の減少  

事業の内容（当初計画） 現場で働く介護職員の負担軽減のため、介護業務の負担軽減

や効率化に取り組む事業所に対して介護ロボットの購入・レ

ンタル費用を補助する。 

＜機器の対象範囲：目的要件＞ 

 ①移乗介護、②移動支援、③排泄支援、④見守り・コミュ 

 ニケーション、⑤入浴支援、⑥介護業務支援 

＜補助額＞（１機器あたり） 

１００万円（移乗機器及び入浴機器） 

３０万円（上記以外の機器） 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

補助台数：１００機器 

        

アウトプット指標（達成

値） 

令和４年度 補助台数：２０９機器 
令和５年度 補助台数： ４３機器 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：身体的負担が大きい

（腰痛や体力に不安がある）と感じている介護従事者の業務負

担の軽減が図られた。 

（１）事業の有効性 

介護ロボットの導入により介護従事者の身体的負担の軽減や

業務の効率化が図られ、継続就労するための環境整備が進ん

だ。 

（２）事業の効率性 

介護ロボットの活用により、身体的な負担軽減のほか、精神的

な負担の軽減や業務の効率化等に効果があり、介護従事者の負

担が軽減される。 

その他  


